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第二次霧島市総合計画の策定経過

2 0 1 6 （ 平成 2 8 ） 年７ 月４ 日

第２ 回霧島市行政経営会議

2 0 1 6 （ 平成 2 8 ） 年７ 月 1 1 日

第１ 回第二次霧島市総合計画策定委員会

2 0 1 6 （ 平成 2 8 ） 年７ 月 1 9 日

第２ 回第二次霧島市総合計画策定委員会

第１ 回霧島市総合計画審議会

職員ワールド カ フ ェ

KIRISH IM A みら いカ フ ェ

第２ 回霧島市総合計画審議会

市民意識調査

第１ 回 KIRISH IM A みら いト ーク

第２ 回 KIRISH IM A みら いト ーク

第３ 回霧島市総合計画審議会

施策別分科会

第３ 回第二次霧島市総合計画策定委員会

第３ 回 KIRISH IM A みら いト ーク

第４ 回第二次霧島市総合計画策定委員会

第５ 回第二次霧島市総合計画策定委員会

第６ 回第二次霧島市総合計画策定委員会

第二次霧島市総合計画前期基本計画策定部会

第８ 回第二次霧島市総合計画策定委員会

第９ 回第二次霧島市総合計画策定委員会

第 1 0 回第二次霧島市総合計画策定委員会

市民意識調査

第４ 回霧島市総合計画審議会

パブリ ッ ク ・ コ メ ント （ 基本構想）

「 霧島市総合計画策定条例」 議決、 同日施行

第５ 回霧島市総合計画審議会

第６ 回霧島市総合計画審議会

第二次霧島市総合計画基本構想の答申

第 1 1 回第二次霧島市総合計画策定委員会

第 1 2 回第二次霧島市総合計画策定委員会

第 1 3 回第二次霧島市総合計画策定委員会

パブリ ッ ク ・ コ メ ント （ 前期基本計画）

第７ 回霧島市総合計画審議会

第 8 回霧島市総合計画審議会

2 0 1 7 （ 平成 2 9 ） 年１ 月 1 7 日

2 0 1 7 （ 平成 2 9 ） 年１ 月 3 1 日

2 0 1 7 （ 平成 2 9 ） 年２ 月 1 2 日

2 0 1 7 （ 平成 2 9 ） 年３ 月 3 0 日

2 0 1 7 （ 平成 2 9 ） 年４ 月 1 7 日～５ 月 1 2 日

2 0 1 7 （ 平成 2 9 ） 年５ 月 2 1 日

2 0 1 7 （ 平成 2 9 ） 年６ 月 1 8 日

2 0 1 7 （ 平成 2 9 ） 年６ 月 3 0 日

2 0 1 7 （ 平成 2 9 ） 年７ 月３ 日～７ 月 1 9 日

2 0 1 7 （ 平成 2 9 ） 年７ 月４ 日

2 0 1 7 （ 平成 2 9 ） 年７ 月８ 日

2 0 1 7 （ 平成 2 9 ） 年７ 月 1 1 日

2 0 1 7 （ 平成 2 9 ） 年８ 月 1 7 日

2 0 1 7 （ 平成 2 9 ） 年８ 月 2 4 日

2 0 1 7 （ 平成 2 9 ） 1 0 月 1 3 日～ 1 1 月 2 日

2 0 1 7 （ 平成 2 9 ） 1 0 月 2 3 日

2 0 1 7 （ 平成 2 9 ） 年 1 1 月 1 6 日

2 0 1 7 （ 平成 2 9 ） 年 1 2 月４ 日

2 0 1 7 （ 平成 2 9 ） 年 1 2 月８ 日～ 1 2 月 2 8 日

2 0 1 7 （ 平成 2 9 ） 年 1 2 月 1 2 日

2 0 1 7 （ 平成 2 9 ） 年 1 2 月 1 3 日～ 2 0 1 8 （ 平成 3 0 ） 年１ 月９ 日

2 0 1 8 （ 平成 3 0 ） 年１ 月 1 2 日

2 0 1 8 （ 平成 3 0 ） 年１ 月 1 5 日

2 0 1 8 （ 平成 3 0 ） 年１ 月 2 3 日

2 0 1 8 （ 平成 3 0 ） 年１ 月 2 6 日

2 0 1 8 （ 平成 3 0 ） 年１ 月 2 6 日

2 0 1 8 （ 平成 3 0 ） 年１ 月 3 1 日

2 0 1 8 （ 平成 3 0 ） 年２ 月８ 日

2 0 1 8 （ 平成 3 0 ） ２ 月 1 9 日～３ 月 1 3 日

2 0 1 8 （ 平成 3 0 ） 年２ 月 2 7 日

2 0 1 8 （ 平成 3 0 ） 年 3 月 1 4 日

第 1 4 回第二次霧島市総合計画策定委員会

「 第二次霧島市総合計画基本構想」 議決（ 同日付けで基本構想策定）

「 第二次霧島市総合計画前期基本計画」 を策定

2 0 1 8 （ 平成 3 0 ） 年３ 月 2 0 日

2 0 1 8 （ 平成 3 0 ） 年３ 月 2 7 日

2 0 1 8 （ 平成 3 0 ） 年３ 月 2 7 日

・ パブリ ッ ク ・ コ メ ント 及び答申の報告、 基本計画について

・ 基本計画について

・ 計画策定の必要性について

・ 策定体制、 策定スケジュ ール、 策定方針について

・ 総合計画策定根拠条例の制定に関する論点整理について

・ 委嘱状の交付、 会長及び副会長の選出、 計画策定の基本的な考え方

 市の現状について

・ 参加者数： 5 6 人（ 採用 1 0 年目以下）

・ 市の魅力、 理想の未来像、 自分たちにできるこ と

・ 参加者数： 7 3 人

・ 市の魅力、 理想の未来像、 自分たちにできるこ と

・ 市外から の転入及び市外への転出状況について

・ 基本構想策定の方向性について

・ 今後の市民参画について

・ 対象： 1 8 歳以上の市民 2 ,2 0 0 人

・ 回収率： 4 0 .0 ％

・ 参加者数： 3 9 人

・ 市が未来に向けて取り 組むべきこ と 、 市の強み、 未来のまちの姿

・ 参加者数： 2 9 人

・ 今後 1 0 年で優先的に取り 組むべきこ と 、 分野別の市の将来像、 自分

 たちにできるこ と

・ 市民意識調査の概要について

・ 1 0 年後の将来像について

・ 第一次霧島市総合計画の検証

・ 目標人口について

・ 計画期間について

・ 参加者数： 4 7 人

・ 今後 1 0 年間で優先的に取り 組むべきこ と 、 分野別の市の将来像、

　 自分たちにできるこ と

・ 基本理念、 1 0 年後の将来像、 政策体系について

・ 目標人口、 総合計画の全体構成について

・ 成果指標の現状及び課題、 施策体系構築の方向性について

第７ 回第二次霧島市総合計画策定委員会
2 0 1 7 （ 平成 2 9 ） 年９ 月 2 8 日

・ 成果指標の設定等に関する基本方針、 1 0 年後の将来像、 施策体系に

  ついて

・ 基本計画策定シート の策定

・ 総合計画策定の趣旨等（ 序論）、 基本構想（ 素案） について

・ 総合計画策定の趣旨（ 序論）、 基本構想（ 素案）、 成果指標について

・ 基本構想（ 素案） について

・ 対象： 1 8 歳以上の市民 2 ,2 0 0 人

・ 回収率： 3 9 .0 ％

・ 成果指標現状値の把握

・ 第二次霧島市総合計画の諮問、 基本構想（ 素案） について

・ 意見： １ 件（ １ 人）

・ 基本構想（ 素案）、 基本計画の概要について

・ 基本構想（ 素案）、 基本計画について

・ パブリ ッ ク ・ コ メ ント 及び答申の報告、 基本計画について

・ 基本計画（ 素案） について

・ 基本計画（ 素案）、 重点プロジェ ク ト について

・ 意見： 1 1 件（ １ 人）

・ 第二次霧島市総合計画前期基本計画の答申
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第 二 次 霧島市 総 合 計 画

第二次霧島市総合計画

策定委員会設置要綱

霧島市告示第 1 8 8 号

平成 2 8 年 7 月 4 日

霧島市総合計画策定条例
霧島市条例第１ 号

平成 3 0 年１ 月 1 2 日

 （ 目的）

第１ 条　 こ の条例は、 総合計画の基本的事項を 明ら かにすると と も

　 に、 総合計画の策定手続等に関し 必要な 事項を 定めるこ と を 目的

　 と する 。

 （ 定義）

第２ 条　 こ の条例に おいて 、 次の各号に 掲げる 用語の意義は、 当

　 該各号に定めると こ ろ による 。

　 ⑴　 総合計画　 将来における 市のある べき 姿と 進むべき 方向につ

　 　 いての基本的な 指針であり 、 基本構想及び基本計画から なる も

　 　 のを いう 。

　 ⑵　 基本構想　 市のまち づく り の基本的な 理念で あり 、 将来の目

　 　 指すべき 都市像及びこ れを 実現する ための基本方針を 示すも の

　 　 を いう 。

　 ⑶　 基本計画　 基本構想を 実現する ための基本的な 施策を 体系的

　 　 に示す計画を いう 。

　（ 総合計画の策定）

第３ 条　 市長は、 総合的かつ計画的な市政の運営を 図るため、 総合計

　 画を 策定するも のと する 。

（ 諮問）

第４ 条　 市長は、 基本構想及び基本計画を 策定し 、 又は変更（ 軽微な

　 も のを 除く 。） し よう と すると き は、 あら かじ め霧島市総合計画審

　 議会に諮問するも のと する 。

　（ 議会の議決）

第５ 条　 市長は、 前条に規定する諮問を 経て、 基本構想を 策定し 、 又

　 は変更し よう と すると き は、 議会の議決を 経なければなら ない。

　（ 公表）

第６ 条　 市長は、 総合計画を 策定し 、 又は変更し たと きは、 速やかに

　 こ れを 公表する も のと する 。

２ 　 市長は、 総合計画に基づく 施策を 計画的に実施するための必要な

　 措置を 講じ 、 その実施状況について公表する も のと する 。

　（ 設置）

第７ 条　 第４ 条の規定による諮問に応じ 、 調査審議するため、 霧島市

　 総合計画審議会 ( 以下「 審議会」 と いう 。 )を 置く 。

　（ 組織）

第８ 条　 審議会は、 委員1 5 人以内で組織する 。

２ 　 委員は、 次に掲げる 者のう ち から 市長が委嘱する 。

　 ⑴　 公共的団体等の代表

　 ⑵　 学識経験者

　 ⑶　 その他市長が必要と 認める 者

　 ( 任期 )

第９ 条　 委員の任期は、 諮問に係る調査審議が終了するまでの期間と

　 する 。

　 ( 会長及び副会長 )

第1 0 条　 審議会に会長及び副会長１ 人を 置き 、 委員の互選によって

　 こ れを 定める 。

２ 　 会長は、 審議会の会務を 総理する 。

３ 　 副会長は、 会長を 補佐し 、 会長に事故があると き 、 又は会長が

　 欠けたと き は、 その職務を 代理する 。

　 ( 会議 )

第1 1 条　 審議会の会議（ 以下「 会議」 と いう 。） は、 会長が招集し 、

　 会議の議長と なる 。

２ 　 会議は、 委員の半数以上が出席し なければ開く こと ができ な い。

３ 　 会議の議事は、 出席委員の過半数でこ れを 決し 、 可否同数のとき

　 は、 議長の決すると こ ろ による 。

（ 委任）

第1 2 条　 こ の条例に定めるも ののほか、 こ の条例の施行に関し 必要な

　 事項は、 市長が別に定める 。

　 　 附　 則

　（ 施行期日）

１ 　 こ の条例は、 公布の日から 施行する 。

（ 霧島市総合計画審議会条例の廃止）

２ 　 霧島市総合計画審議会条例（ 平成1 7 年霧島市条例第2 3 号） は、 廃

　 止する 。

（ 経過措置）

３ 　 こ の条例の施行の際、 現に廃止前の霧島市総合計画審議会条例第

　 ２ 条第２ 項の規定により 任命さ れた霧島市総合計画審議会の委員

　 である 者は、 こ の条例の施行の日に、 第８ 条第２ 項の規定により 、

　 審議会の委員とし て任命さ れたも のと みなす。

　（ 設置）

第１ 条　 第二次霧島市総合計画 ( 以下「 総合計画」 と いう 。 ) を 策定す

　 る た め、 霧島市総合計画策定委員会 ( 以下「 委員会」 と いう 。 ) を 設

　 置する 。

　 ( 所掌事務 )

第２ 条　 委員会は、 次に掲げる 事項について所掌する 。

　 ⑴　 総合計画策定の基本方針に関するこ と 。

　 ⑵　 基本構想案及び基本計画案の調整及び決定に関するこ と 。

　 ⑶　 その他総合計画の策定に関し 必要な 事項

　 ( 組織 )

第３ 条　 委員会は、 委員長、 副委員長及び委員を もって組織する 。

２ 　 委員長は、 企画部を 担任する 副市長を も っ て 充て 、 委員会を 代表

　 し 、 会務を 総理する 。

３ 　 副委員長は、 他の副市長を も っ て 充て 、 委員長を 補佐し 、 委員長

　 に 事故がある と き 、 又は委員長が欠けたと き は、 その職務を 代理す

　 る 。

４ 　 委員は、 別表に掲げる 者を もって充てる 。

　（ 会議 )

第４ 条　 委員会の会議は、 委員長が招集する 。

２ 　 委員会の会議は、 委員の過半数が出席し な ければ開く こ と ができ

　 　 な い。

３ 　 会議の議長は、 委員長と する 。

４ 　 委員長は、 必要があると 認めると き は、 委員会の会議に 関係者の

　 出席を 求め、 意見等の聴取を するこ と ができる 。

　（ 分科会）

第５ 条　 委員会に、 総合計画の分野ごと に専門的な 調査、 研究及び検

　 討を 行う 分科会を 設置する 。

２ 　 分科会の所掌事項及び 構成員等に つ いて は、 委員長が別に 定め

　 る 。

　（ 庶務）

第６ 条　 委員会の庶務は、 企画部企画政策課において行う 。

　（ その他）

第７ 条　 こ の告示に定める も ののほか、 委員会の運営に 関し 必要な 事

　 項は、 委員長が別に定める 。

　 　 附　 則

　 こ の告示は、 平成2 8 年７ 月４ 日から 施行し 、 総合計画を 策定し た

日に、 その効力を 失う 。

別表（ 第３ 条関係）

教育長、 総務部長、 企画部長、 生活環境部長、 保健福祉部

長、 農林水産部長、 商工観光部長、 建設部長、 消防局長、

水道部長、 教育部長、 議会事務局長
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１ 　 総合計画の策定の趣旨に関する 事項

①　 本格的な人口減少社会の到来を 踏まえ、人口の自然増や社会増への的確な 対応を 図る

　 こと は喫緊の課題である。「 霧島市ふるさ と 創生総合戦略」 をリ ーディ ングプラ ンと し て

　 位置付け、こ れまで の議論を 踏まえ 策定さ れた 点は、重みのあるも のと し て受け止めら

　 れる 。同戦略を 踏まえ 、特に、本市から 近隣市への転出状況について、適確に状況把握

　 及び 分析等を 行い、多様化する市民ニーズ等を 踏まえ た、結婚・ 妊娠・ 出産・ 育児に対

　 する切れ目のな い支援策を 講じ るこ と 。

②　 「 K IRISH IM Aみら いカフェ」 をはじ めとし た市民参画など、市民意見の反映に努めたこ

　 と は、こ れから の協働・ 連携の推進に先鞭を つける も のである 。今後は、学生や主婦な

　 ど 多く の年齢層の参加を 働き 掛け、幅広い意見を 引き 出し ていく と と も に、小・ 中学校・

　 高校の教育の場で 霧島市の問題点について教師・ 生徒が考える 授業を 設ける など、新た

　 な 展開を 図るこ と 。

③　 行政経営の視点に立ち 、行政の責任及び財政的裏付けを 柱に立てら れたこ と は評価に

　 値するが、計画が真に生き たも のと なる よう 、実施に当たっては、各施策の的確な 状況

　 把握に基づく 各面から の評価を 行う こ と 。また、社会情勢の変化及び市民の意見等を 踏

　 まえ 、計画期間中においても 、適宜見直し を 行う など 、適正な 進行管理を 行う こ と 。

④　 グラ フ やデータ など 具体的数値を 示すなど 、市民にわかり やすく 、かつ、説得力のあ

　 る計画になるよう 十分配慮すると と も に、市民一人ひと り にとって身近な計画と なるよう 、

　 市民への周知・ 啓発に力を 注ぐ こ と 。

２ 　 基本構想（ 素案） に関する 事項

（ １ ） 基本理念

①　 「 人と 自然・ 歴史・ 文化がふれあう 都市」 に込めら れた 思いについては、“ 自然・ 歴史・

　 文化を 活かし たまち づく り を 通じ て価値を 再認識し 、次世代へ引き 継いで いく ” と いっ

　 た視点を 取り 入れるこ と 。

②　 市民一人ひと り が観光客に対しておもてなし の心を 持ち 、「 観光立市」 の意識を 持つと

　 いっ た視点を 取り 入れるこ と 。

（ ２ ） 将来像

　 まち づく り の基本は“ 人” であり 、ある べき 将来像に対し 、市民がどのよ う な 意思を も

ち 、ど のよ う な 負担を 覚悟し ていく のかが重要で ある 。そのため、市と 市民と の「 し んら

い」 関係の更なる 強化を 図り 、「 きょ う どう 」 による 取組が促進さ れるよう 努めるこ と 。

（ ３ ） 基本方針（ 政策）

ア　 政策１ 　 にぎわい　 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまち づく り

①　 農業は、 農地放棄など に見ら れる よう に、その担い 手不足が危惧さ れる ため、 農家

　 の育成、特に、若者就農への政策に積極的に取り 組むこ と 。

②　 世代の異なる人が相互に交流し 、互いの生活や価値観の理解を 深める世代交流の促

　 進が、市に「 賑わい」 を も たらすため、特に、若者の就職支援に積極的に取り 組むこ と 。

③　 運転免許証自主返納者の増加等に伴い、高齢者の移動手段の確保は喫緊の課題であ

　 るこ と から 、バス 交通の便数を 確保すると と も に、利用者増に向けた 具体的施策を 講

　 じ るこ と 。

④　 中心市街地や商店街を 中心と し た商業集積地域の魅力を 高めるこ と によって、買い

　 物し やすく 、買い物に訪れたく なる 、賑わいのあるまち づく り に取り 組むこ と 。

⑤　 「 霧島 茶」 のブ ラ ンド 化やご 当地食材を 使用し た「 限定メ ニュ ー」 の開発を 推進す

　 ると と も に、官民一体と なっ た 販路開拓・ 販売促進に取り 組むこ と 。

⑥　 外国人観光客や個人、小団体による旅行形態に対応するため、主要な 交通拠点であ

　 る 空港や駅から の二次アク セスの充実を 図る と と も に、 施設等のユニ バーサルデザイ

　 ン 化や多言語表記による 案内板の設置、Ｗi-Fｉ 及び超高速ブロ ード バンド 環境の整備

　 に取り 組むこ と 。

⑦　 若者の転出者が増えている 要因の一つと し て、市内には、進学・ 就職で きる 業種が限

　 ら れてい る こ と が挙げら れる 。 若者は、 興味のある 職に 就く こ と を 望んで いる た め、

　 美容・ 服飾系など、若者受けする 業種の誘致に積極的に取り 組むこ と 。

⑧　 雇用の維持・ 創出は、地域経済の活性化や教育・ 子育て 支援など 、様々な 分野と 連

　 携し た複合的な 取組が求めら れるこ と から 、事業者やハロ ーワーク 等の関係機関はも

　 と より 、教育機関や地域活動に取り 組む様々な 主体等と の連携を 強化し 、協力し な が

　 ら 総合的な 施策を 講じ るこ と 。

イ 　 政策２ 　 く らし 　 みど り あふれる 快適で 暮ら し 続けたいまち づく り

①　 生ま れ育っ た 愛着のある 土地で 暮ら し 続けら れる よう 、中山間地域の活性化に積極

　 的に取り 組むなど、地域間格差の解消に努めるこ と 。

②　 スマート フ ォン 用の「 ご み分別促進ア プ リ『 さ んあーる 』 は、非常に便利で ある 一方 

　 で、市民の認知度が低いこ と から 、十分な周知・ 広報に取り 組むこ と 。

③　 市中心部の交通渋滞緩和のため、積極的な道路整備を 行う と と も に、交通事故の撲

　 滅を 目指し 、道路事情の改善に取り 組むこ と 。

④　 昨今の働き 方改革等により 、今後、さ ら に、都会から 自然豊かな 山間部への移住を 希

　 望する方が増大すると 予想さ れるこ と から 、特に、潜在的に移住に関心がある方のニー

　 ズを 的確に把握し 、効果的な 施策を 展開するこ と 。

⑤　 大規模災害時に人的被害を 最小限に抑えるため、関係機関と 連携し て大規模な 防災

　 訓練を 実施する など 、防災意識を 市民に根付かせる 取組を 行う こ と 。

⑥　 全国的に、都市公園や高速道路のサービ ス エリ ア など でド ッ グラ ン の整備が進めら

　 れている 状況等を 踏まえ、ペッ ト と 暮ら し やすいまち づく り を 推進するこ と 。

⑦　 犯罪防止に配慮し た環境整備や地域の防犯力を 高める 取組への支援を 強化するこ と

　 により 、犯罪の少ないまち づく り を 推進するこ と 。

ウ　 政策３ 　 やさ し さ 　 誰も が支えあいな がら 生き 生きと 暮ら せるまち づく り

①　 若い世代に「 霧島市に住みたい、霧島市で 子育てをし たい」 と 感じ ても ら えるよう 、

　 就学前の子ど も やそ の親同士がコ ミ ュ ニケーショ ンを 図るこ と がで き る「 つど い の広 

　 場」 の充実など 、子育て 支援に積極的に取り 組むと と も に、効果的かつ広域的に周知・  

　 広報活動を 展開するこ と 。

②　 地域共生社会の実現に向けた 取組の一つと し て、高齢者を はじ めと する全世代が参

　 加で きるイベント を 開催する 等、「 地域における支え合いの心」 の醸成を 図るこ と 。

エ　 政策４ 　 はぐく み　 社会を 生き 抜く 力と 生涯を 通じ て学びあう 力を 育むまち づく り

①　 グロ ーバル化の急激な 進展の中、霧島市の発展を 支えていく 人材を 育成するため、

　 学校だ け で はなく 、 家庭・ 地域が連携し 、地域が人を 育て、 人が地域を つく る 好 循環

　 の創出に向けた取組を 展開するこ と 。

②　 子ど も たち や保護者に地元企業の良さ が知ら れていな い 状況を 踏まえ、教職員の企

　 業見学会、職場体験や地元企業のリ ーダー等と 意見交換で き る 授業を 設ける などの取

　 組を 積極的に展開するこ と 。

③　 市内の高等教育機関と の連携・ 協力の下、専門性・ ニーズの高い 分野に関する 新た

　 な 学科の設置など、若者が市外に出るこ と なく 、地元で 学べる環境整備に努めるこ と 。

④　 政策名の「 社会を 生き 抜く 力と 生涯を 通じ て 学びあう 力を 育むまち づく り 」 の前半

　 部分は、“ 個 人” に 着目し たフ レ ーズ で あり 、市の政 策と し ては 、個人よ り“ みんな ”

　 を 重視すべきである。また、市の将来を 担う 人材を 育成すると いっ た視点も 必要である。

　 こ れら を 踏まえ 、例えば、「 生涯を 通じ て 学び合い 、地域社会を つく る自治力を 育むま

　 ち づく り 」 への変更を 検討さ れたい。

オ　 政策５ 　 きょ う どう 　 市民と つく る協働と 連携のまち づく り

①　 市民 一人ひと り が、地 域の素 晴ら し さ に気づき 、 愛着を 感じ る こ と がで き る よ う 、

　 市 民・ 事業者等と 一体と なっ た 効果的なシティ プ ロモ ーショ ンを 展開するこ と 。

②　 地域には、様々な 得意分野を 持った多様な人材が存在し ている。それら の人材を 発掘・

　 活用し 、地域課題の解決に向け住民同士の自主的な 活動を 促進するこ と 。

カ 　 政策６ 　 し んら い　 信頼さ れる 行政経営によるまち づく り

①　 市の施策や取組を 分かり やすく 丁寧に伝える こ と で、市民から の信頼、さ ら には、

　 協働のまち づく り に繋がるため、積極的な 情報開示を 行う と と も に、市広報誌のみなら  

　 ず、より 効果的な 情報伝達に取り 組むこ と 。

②　 市職員一人ひと り が市民の声に耳を 傾け、積極的な 姿勢を も って 行政経営に取り 組

　 むこ と 。

③　 政策効果の乏し い 事務事業の見直し や廃止を 行う こ と で、真に必要な 成果向上余地

　 の高い事業を 重点化する など「 選択と 集中」 を 図るこ と 。

（ ４ ） 目標人口

　 高い目標人口は、市の姿勢と し て 好感が持て、“ 市民の意欲” に繋がる も のと 考えら れ

る 。目標人口の達成に向け て、中長期的な 視点に 立ち 、子ど も を 産み育てやすい 環境整

備を 行い出生数の増加につな げると と も に、 魅力ある 働き 場所を 確保し 、若い世代のＩ

Ｊ Ｕ タ ーンによる流入促進と 、地元就職による流出抑制の取組を 積極的に展開するこ と 。

　 ま た 、市民はも と より 、移住を 検 討する 方のニーズを 的確にと ら え 、 施 策の重 点化を

図り な がら 、時代を 先取り し た 効果的な 施策の展開を 図るこ と 。

諮問
企第 3 3 号

平成 2 9 年 1 2 月 1 2 日

霧島市総合計画審議会

　 会長　 　 福永　 洊　 様

霧島市長　 中重　 真一

第二次霧島市総合計画（ 素案） について、 貴審議会の意見を 求めます。

　 　 霧島市第二次霧島市総合計画（ 素案） について（ 諮問）

基本構想答申
平成 3 0 年１ 月 2 6 日

霧島市長　 中重　 真一　 様

霧島市総合計画審議会

会　 長　 　 福永　 洊

第二次霧島市総合計画基本構想（ 素案） について（ 答申）

別紙

　 平成 2 9 年 1 2 日 1 2 日付け企第 3 3 号で諮問のあっ た、 第二次霧島市総合計画

基本構想（ 素案） について、 別紙のと おり 答申いたし ます。
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基本計画答申

霧島市総合計画審議会委員

１ 　 政策１「 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまち づく り 」 関連施策

①　 市民の潜在的な 創業ニーズに対応するため、霧島市創業支援センタ ーの周知・ 広報を

　 強化するこ と 。

②　 中心市街地外への大型商業施設の進出や電子商取引等の消費者購買動向の多様化等に

　 より 、中心市街地の集客力が低下し ているため、国分駅及び隼人駅の交通拠点と し ての

　 優位性を 最大限に活用し 、駅周辺の商店と 市民等がふれあえる温かい商店街の創出に努

　 めるこ と 。

③　 高校卒業時の地元就職率の向上を 図るため、教育機関と の連携を 強化し 、地元企業周

　 知のための説明会など、具体的な 取組を 展開するこ と 。

④　 本市に進出している企業は圧倒的に製造業が多く 、地元就職を 考える生徒の数は限ら

　 れてく るため、工業用地の確保など 企業立地の更なる 推進を 図ると と も に、幅広い業種

　 を 誘致し 、多様な人材が地元で 働き たいと 思える 環境を 構築するこ と 。

⑤　 2 0 2 0 年の東京オリ ンピッ ク・ パラ リ ンピッ ク の開催に向けて、今後更に増加が見込ま

　 れるイスラム教徒観光客への対応や本市特産品等のイスラム圏への輸出を 促進するため、

　 ハラ ール市場の開拓や認証取得を推進するなど、農林水産業の稼ぐ 力の向上に向けた、新

　 たな 施策を 展開するこ と 。

⑥　 世界を 視野に入れた観光プロモーショ ン や受入態勢の充実を 図ると と も に、地域資源

　 の更なる 掘り 起し 等を 通じ て、魅力ある 観光地づく り を 推進するこ と 。

⑦　 「 霧島ガスト ロノ ミ ー推進協議会」 と の連携により 、本市の食文化を 国内外に発信し 、

　 「 食」 を 観光資源に育て上げるこ と により 、地域経済への波及効果を 高めるこ と 。

⑧　 JRの減便は沿線住民の日常生活の維持や旅行者の移動に重大な影響を 及ぼすこと か　

　 ら 、県、関係市町及び沿線地域等と 連携し て、利用促進の対策を 講じ るこ と 。また、JR

　 利用者の声を 的確に把握し 、JR九州に対し 、利便性の向上を 図るためのダイヤ改正・ ス

　 ピード アッ プ 等輸送サービ スの改善について要望活動を 行う こ と 。

２ 　 政策２「 みどり あふれる 快適で 暮ら し 続けたいまち づく り 」 関連施策

①　 将来にわたり 安全でおいし い水を 安定的に供給できるよう 、今後も 適切な 施設管理や

　 運転管理を継続していく こと 。また、積極的な広報活動等により 、“ 霧島が誇るおいし い水”

　 を広く PRするこ と 。

②　 ICTは、市民生活に必要不可欠な基盤であり 、地域の産業基盤の強化や移住促進に資す

　 るも のであり 、今後更に、ICTが果たすべき役割は増大していく こと が見込まれること から 、

　 超高速ブロ ード バンド の公的整備を 推進するこ と 。

③　 市営住宅の老朽化が進み、空き 部屋等が増えている 状況等を 踏まえ、特に、中山間地

　 域の市営住宅の改修を 積極的に行い、同地域における人口減対策を 図るこ と 。

④　 住宅建設ニーズが増加し ている 状況等を 踏まえ、市内中心部の一団の農地について　

　 は、農業振興の視点に配慮し つつ、将来を 見据え た 土地利用策を 検討するこ と 。

⑤　 利用者のニーズを 踏まえ た公園施設の整備に取り 組むと と も に、ボラ ン ティ ア活動の

　 促進を 図る など 、市民と の協働による 維持管理に努めるこ と 。

⑥　 地域と 連携し て 空き 家の把握に努めると と も に、市が、空き 家を 一括し て借り 上げ　

　 て、誘致企業の社宅への活用や市営住宅への転用を 図るなど、新たな 視点による 取組を

　 検討するこ と 。

⑦　 災害への対応力を 高めるため、地区自治公民館等と の連携の強化を 図るこ と 。

３ 　 政策３「 誰も が支えあいな がら 生き 生きと 暮ら せるまち づく り 」 関連施策

①　 管内搬送率の向上に向け、2 4 時間体制の確立を目指すなど、市立医師会医療センタ ー

　 の機能充実を 図るこ と 。

②　 希望する 条件の保育施設がな いため、仕方なく 希望と は違う 施設に預けている「 潜在

　 的待機児童」 の解消に向けて、働きたいが条件が合わずに勤労できずにいる「 隠れ保育士」

　 の発掘や保育施設等と のマッ チングを行う など、“ 真の多様なニーズに合った保育の充実”

　 に向けて 調査・ 研究を 行う こ と 。

③　 身近に頼れる人がいない中で 子育てをし ている 若い親たちは、子育てに大き な不安を

　 抱えている。乳幼児期から 思春期頃まで の発達に関する 知識を 持つこ と は、子育て 不安

　 の改善に繋がるため、保育・ 教育施設と 連携し て“ 親への支援策” を 講じ るこ と 。

④　 多忙による親子関係の希薄さ からく る子ど も の心理的な問題など、“ 子ど も の育ちの立

　 場に立っ た 支援策” を 講じ るこ と 。

⑤　 高齢者が自立し て健康で 生き がいを もって過ご すために、施設面の改良や利用料の無

　 料化など、各種公共施設を 利用し やすい環境を 構築するこ と 。

⑥　 市立養護老人ホームの老朽化対策を 講じ るなど、高齢者の安定し た居住の確保を 行う

　 と と も に、高齢者を 包括的に支援し ていく ため、地域と 連携し て、地域で の居場所づく

　 り や見守り 体制の構築、認知症の人と その家族への支援の充実に努めるこ と 。

⑦　 学校と 連携し 、子ど も の頃から 、ノ ーマラ イゼーショ ン やイ ン クルージョ ン の理念の

　 定着を 図る 教育を 推進するこ と 。

４ 　 政策４「 社会を 生き 抜く 力と 生涯を 通じ て学びあう 力を 育むまち づく り 」 関連施策

①　 総合計画の推進に当たっては、市民と と も に考え 、共有し 、行動するこ と が肝要であ

　 るこ と から 、「 地域課題解決の学習を 通じ た地域づく り 」 の視点を 盛り 込むこ と 。

②　 市民が、生涯の学びを 通じ て自己実現を 図るこ と ができ るよう 、多様な ニーズに即し

　 た学習機会の提供に努めるこ と 。

③　 地域に残さ れている 有形・ 無形の文化財の適切な保存を 図るため、郷土芸能保存会等

　 に対する 必要な 支援策を 講じ るこ と 。

④　 2 0 2 0 年の第7 5 回国民体育大会の開催を 見据え、各種関係団体等と 連携して、市民の

　 スポーツ 熱を 高める 取組を 展開するこ と 。

５ 　 政策５「 市民と つく る協働と 連携のまち づく り 」 関連施策

①　 自治会への加入は、市民がまち づく り に参画する 第一歩であるため、自治会に加入し

　 た場合のメ リ ッ ト を 広報する など 、自治会加入率の向上に向けた 取組を 行う こ と 。

②　 人口減少やラ イ フ スタ イルの多様化、地域における 連帯感の希薄化など により 、単独

　 の自治会等による地域課題の解決が困難な状況が見受けら れるため、自治会の合併をはじ

　 めとして、地域課題の解決活動を推進していく 住民自治の組織手法を検討していく こと 。

③　 第二次総合計画に掲げる 将来像の実現のためには、市民一人ひと り が意識して 行動し

　 ていく こ と が必要であるため、まち づく り を 実践する 人材の育成に努めると と も に、市

　 民と 行政と の協働を 一層推進するこ と 。

６ 　 政策６「 信頼さ れる 行政経営によるまち づく り 」 関連施策

①　 信頼さ れる 行政経営を 進めるに当たっては、市政に対する市民の関心度を 高めるこ と

　 が重要であるこ と から 、行政運営に関する 情報を 適切なタ イミ ングで 分かり やすく 発信

　 するこ と 。また、行政の信頼性や透明性を 高めるため、積極的な 情報公開や市民の意見

　 を 行政運営に反映さ せるこ と 。

②　 地域の魅力向上や交流人口の拡大に資するため、各種イベント の開催に当たっては、

　 開催日時の調整や参加者の動線を 踏まえ た 会場選定に努めるこ と 。

③　 社会情勢や市民ニーズを 的確に把握し 、特定の分野・ 領域を 選び、そこ に人材や資金

　 などの資源を 集中的に投入するなど、「 選択と 集中」 による 行財政運営を 行う こ と 。

平成 3 0 年３ 月 1 4 日

霧島市長　 中重　 真一　 様

霧島市総合計画審議会

会　 長　 　 福永　 洊

第二次霧島市総合計画前期計画基本計画（ 素案） について（ 答申）

別紙

　 平成2 9 年1 2 日1 2 日付け企第3 3 号で諮問のあった、 第二次霧島市総合計画前期

基本計画（ 素案） について、 別紙のとおり 答申いたします。

　 なお、 同計画の推進に当たり 、 市民と 行政が共に同じ 目標に向かって取り 組むべ

く 、 これらの意見を十分に尊重さ れるよう 要望します。

氏　 　 名 所 属 団 体 等 備考

1

2

3

4

5

6

7

宮本　 順子

中村　 和志

鎌田　 善政

福永　  洊

福原 　 平

中條　 秀二

鈴吉　 美絵

岩橋　 恵子

古田　 智基

松元　 純子

西田　 莉乃

若松　 洋子

高橋  明日香

久米村  祐一郎

教育委員

霧島市農業委員会　 会長

霧島商工会議所　 会頭

（ 福）霧島市社会福祉協議会　 会長

霧島市自治公民館連絡協議会　 会長

あいら 農業協同組合代表理事組合長

（ 公社）霧島青年会議所　 副理事長

会長

副会長志學館大学法学部教授

第一工業大学工学部
建築デザイン学科教授

霧島市ふるさと創生有識者会議委員

第一工業大学工学部
建築デザイン学科学生

第一幼児教育短期大学　 講師

（ 福）明徳会　 牧之原むつみ園

(株)鹿児島銀行国分支店

8

9

10

11

12

13

14

第 二 次 霧島市 総 合 計 画
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第一次霧島市総合計画のふり かえり

　 （ １ ） 施策の取組状況

　 第一次 霧島市 総合計画は、「 世界に ひら く 、 人と 自然・ 歴 史・ 文化がふれあう 都市」 を 基 本 理 念と し 、

「 人と 自然 が 輝き 、 人が 拓く 、多機 能 都 市」 を ま ち の将 来 像に 掲げ、そ の実 現に 向け て 市民と と も に

様々な 取組を 進めてき まし た 。

　 第一次霧島市総合計画（ 後期基 本計画） 期間における 主要な 取組は以下のと おり で す。

1 -1 生活基盤の充実

◆　 麓第一地区、 浜之市地区及び隼人駅東地区にお いて 土地区画整理

事 業を 実施する と と も に 、 既 存の住宅を 有効に 活用する た めに 、市

営住宅の改善等の長 寿命化を 進めまし た 。 ま た 、市民に 広く 耐震化

やア スベスト 対策に 対する 啓発を 行い 、 耐震診断及び 工事等に係る

費用に対する 助成を 行う な ど 、住宅環境の整備に取り 組みまし た 。

◆　 国分地区から 福山地区への旧行政区を 越え た 配水施設の整備、国

分台明寺配水区施設工事の着工や、国道5 0 4 号の配水管布設替えの

実施など 、 安全で 良質な 水の安定供給に取り 組みまし た 。

◆　 霧島市都市 計画マ ス タ ープ ラ ン に 基づ き 、 隼人 駅 東地区を 第１ 種

住居地域から 商業地域に用途変更する な ど 、 適正な 土地利用の誘導

に取り 組みまし た 。

◆　 2 0 1 3（ 平成2 5 ） 年４ 月に 施行し た 霧島市景観条例に 基づき 、 景観

へ大き な 影 響 を 与え る 行為に つ いて 事 前届 出を 義 務 付ける と と も

に 意識の醸成を 図る な ど 、 良好な 景観の保全と 整備に 取り 組みまし

た 。

◆　 JR 日豊本 線と 肥薩 線の結 節駅で あ る 隼人 駅に お ける 同駅 東地区

土地区画整理事業を 着実に実施する と と も に、幹線道路の平和通線

及び 町の下２ 号線の整 備や国分小前景観 道 路の照明施 設の整 備な

ど 、中心市街地の活性化に 取り 組みまし た 。

◆　 上小川地区コ ミ ュ ニティ 広場を はじ め、 市民が 身近に 利用で き る

公園を 整 備する と と も に、 既存の公園施設の定期的な 遊具点検を 行

う こ と で 、 公園利用者の安全確 保に 努める な ど 、 公園、 広場 等の整

備に取り 組みまし た 。

1 -2 交通体系の充実

◆ 緊急性・ 地域性を 考慮し な がら 計画的に 生活道路の改良補修を 行

いまし た 。 ま た 、 国分川内地区の交 通渋 滞解消と 大隅・ 鹿屋 方面か

ら 鹿 児島空港方面へのアク セ ス の円滑化を 図る た めに「 鎮守尾～上

之 原線」 の整 備を 行いまし た 。さ ら に 、 県道 新町線等の幹線 道路の

バイパス 工事や平和通線な ど のアク セス 道路の整備を はじ め、2 0 1 0

（ 平成2 2 ） 年から 事 業を 進めて いた 隼人町住吉と 国分福島を 結ぶ

「 し ら さ ぎ 橋」 を 新設する な ど 、 道 路ネッ ト ワー ク の構築 及び 道 路

施設の保全に取り 組みまし た 。

◆　 県や関係機関と の連携によ り 、 鹿児島空港発 着の路線・ 便数・ 利

用者数の増加が図ら れたほか、 誰も が安心し て 鉄 道駅を 利用で き る

よ う 、 JR 国分駅のバリ ア フ リ ー 化に係る 支 援を 実 施する な ど 、 鉄道

及び航空の路線確保に取り 組みまし た 。

◆　 住民座談会の開催を 通じ た 市民の移動ニーズ等を 踏ま え 、 溝辺地

区と 隼人駅を 結ぶふれあいバス 路線の新設、 霧島地域及び 福山地域

へ のデ マ ン ド 交 通の 導入な ど 、 バ ス 輸 送 等 の 確 保に 取り 組みま し

た 。

1 -3 地域情報化の推進

◆　 通信事 業者と 連携し た 基盤整 備によ り 、 公共施 設、住宅地及び主

要道路沿い の携帯電話不感地域は概ね解消し まし た 。 ま た 、 地上デ

ジ タ ル放 送難視聴地域に係る 環境整備に 対する 支援によ り 、地デジ

受信カ バー率1 0 0 ％を 達成する な ど 、 地域情報化基盤の整備に 取り

組みまし た 。

1 -4 防災対策の推進

◆　 市内 全 域に お ける 防災行政 無 線 のデ ジ タ ル 化や消 防 救 急デジ タ

ル無線の整 備を 実現する と と も に 、コ ミ ュ ニティ 無線と 防災行政 無

線の接 続を 行っ た 結果、多く の世帯に 対し 、 直 接、 防災情 報を 伝え

る こ と が 可 能と な り ま し た 。 ま た 、子ど も ・ 乳 幼 児・ 女 性 等に 配 慮

し た 防災用品を 備蓄する な ど 、 防災関連施設の整 備に 取り 組みまし

た 。

◆　 土砂災害危険箇 所の整 備を 適切に 行いまし た 。 ま た 、 空き 家に 関

する 施 策を 総合的・ 計画的に 展開する 体 制を 構築する と と も に 、管

理不全の状態にあ る 空き 家の所有者等に 対し て 指導・ 勧告を 行う な

ど 、 災害危険箇所の整備に取り 組みまし た 。

◆　 防災訓 練 等を 行う 自主防災 組 織に 対する 支 援 や出前 講 座を 通じ

た 防災意識の高揚、 大学生や女性の消防団への入団を 通じ た 次世代

の担い 手の育成な ど 、 防災関係 機関・ 団体等と 連携し た 体制づく り

に取り 組みまし た 。

◆　 出前講座の開催等を 通じ て 防火意識の高揚を 図る と と も に 、住宅

用火災警報器の設 置を 促進し まし た 。 ま た 、 救命救急に 関する 人材

育成に 資する 応急手当普及員講習会を 開催する な ど 、 火災予防・ 救

急・ 救助活動の推進に取り 組みまし た 。

政策１ 　 快適で 魅力あ る ま ち づく り

2 -1 自然環境の保全

◆　 下水道認可区域にお いて 計画的な 整備を 行い、供用開始区域の接

続 人口が大幅に 増加し まし た 。 ま た 、下水道認可区域 外の地域に つ

いて は、合併処理浄化槽の設 置によ り 、 汚水処理人口普及率が上昇

する な ど 、公共用水域の水質保全に取り 組みまし た 。

◆　 市民 参 画に よ る 1 0 万 本 植 林プ ロ ジ ェ ク ト の実 施に よ り 、 地 域 本

来の植 生に よ る 森林 づく り を 進めまし た 。 ま た 、 霧島山から 全国に

広がっ た と さ れる キリ シ マ ツ ツ ジ を テ ーマと し た「 第２ 回 全 国キリ

シ マ ツ ツ ジ サミ ッ ト i n 霧 島 」 を 本 市 に お い て 開 催し ま し た 。 さ ら

に 、 除間伐への支 援や伐 採 後の再造林を 促すた めの再造林 推 進 巡

視活動や、市有林における 民間企業と の協定によ る 森林整備活動を

実施する など 、 森林の保全に取り 組みまし た 。

◆　 省エ ネモ デル住宅の見学やエ コ 診断の開催を 通じ て 、省エ ネ 対策

を 啓発し まし た 。ま た 、「 緑のカ ーテン 普及啓発事業」 や出前講座の

実施、住宅用太陽光発電や低公害車の導入の促進な ど 、地球温暖化

対策の推進に取り 組みまし た 。

◆　 環境月間に合わせた パネル展や「 再生可能エ ネ ルギー工作教 室」

を 県と 共同で 開催する など 、環境学習の推進に取り 組みまし た 。

◆　 2 0 1 4（ 平成2 6 ） 年３ 月に「 霧島市生物多様性推 進プ ラ ン」 を 策定

し 、 重点 施策の実施に 取り 組むと と も に 、 出前講座や自然と ふれあ

う 学 習 会の開 催な ど を 通じ て 、 生物 多様 性の 保 全に 取り 組みま し

た 。

◆　 再生可能エ ネルギー 発電設備の計画段階にお いて、 災害防止、 良

好な 景観の保全及び生活環境の保全に配慮を 行い 、地域と 良好な 関

係が構築で き る よ う 適切な 設 置や管理がな さ れる こ と を 促すた め、

2 0 1 6（ 平成2 8 ） 年６ 月に霧島市再生可能エ ネルギー発電設備の設置

に関する ガイド ラ イ ンを 策定し まし た 。

◆　 市民 共 有の財産で あ る 水資 源の保 全を 目的と し て 、 市、 市民等及

び 水資源採取者が協働し 、 水資源の適正な 利用に向けた 取組を 推進

する ため、 2 0 1 7（ 平成2 9 ） 年３ 月に 霧島市水資源保全条例を 制定し

まし た 。

2 -2 生活環境の向上

◆　 環境美化推進員及び 河川環境保全推進員の活動を 通じ て、環境衛

生に 関する 市民 意 識の向上を 図り まし た 。 ま た 、 市民 、 事 業 者、 関

係団体等と 協力・ 連携し 、 環境 美化活動を 実施する な ど 、 環境 衛生

の向上に取り 組みまし た 。

◆　 河川や 道 路な ど の 美 化活 動に 積 極 的に 取り 組む 団 体 を アダ プ ト

制度で 支 援する と と も に 、 環境保全 協会と 連携し 、 地区自治 公民 館

や自治会を 支援する など 、地域美化活動の促進に取り 組みまし た 。

◆　 2 0 1 5（ 平成2 7 ） 年1 0 月から 悪臭防止法に 基づく 規制地域を 市内

全域と し 、 臭気指数規制を 導入し まし た 。

◆　 防災に 対する 認識や災害に 対する 対処能力の向上を 目的に 、 防災

出前講座や市総合防災訓練等を 実施する と と も に 、 総合防災マッ プ

を 全戸配布し 避難場所等の周知を 図る な ど 、 防災知識の普及啓発に

取り 組みまし た 。

◆　 集中豪雨時の浸水被害の低減を 図る と と も に 、被害を 未然に 防ぐ

こ と を 目的に 、 国分市街地、福島地区及び 隼人姫城地区にお いて 治

水対策に取り 組みまし た 。

◆　 災害後にお いては、被災箇所の早期発見や二次被害の防止に努め

る と と も に 、被 災箇所の早期復旧を 行う な ど 、 災害復旧対策の推 進

に 取り 組みまし た 。

1 -5 交通安全・ 防犯の推進

◆　 高 齢 者 運 転 免 許 証 自主 返 納 メ リ ッ ト 制 度 の 利 用 促 進 及 び 高 齢

者・ 中学生への夜光反射材の配布並びに交通安全施設の整備な ど 、

交通安全の推進に取り 組みまし た 。

◆　 防 犯 意 識の高 揚を 図る た め 、「 霧島市あ んし ん・ あんぜん 検 定 」

を 実 施し まし た 。 ま た 、 防 犯 灯や 安 全 灯を 整 備する と と も に 、各地

域や各団体の防犯パト ロ ール隊の活動によ り 、 犯罪の未然防止が図

ら れる な ど 、 防犯活動の推進に取り 組みまし た 。

◆　 年々複雑多様化する 消費者問題について 適切に 対応する た め、 消

費生活セン タ ー相談窓口の機能充実を 図る な ど 、 消費生活の安全性

向上に取り 組みまし た 。

政 策２ 　 自然にやさ し いま ち づく り
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政策３ 　 活力あ る 産業のま ち づく り

4 -1 学校教育の充実

◆　 児童 生徒の特性に 応じ た 習熟 度 別学習を 推 進する と と も に 、「 き

り し ま 授 業 づく り ガ イ ド 」 の活用に よ り 、各 教師同士の学び 合い が

促 進さ れる な ど 、学力の向上と 個性を 育む教育の推進に 取り 組みま

し た 。

◆　 各 学 校に お いて 、 児 童 生徒、 保 護 者、 教 職 員、 地 域と 一 体と な っ

た「 あいさ つ 運 動」 を 展開し まし た 。 ま た 、いじ め問題に つ いて は、

いじ め問題 対 策 支援 室相談 員によ る 面談や学 校 訪問等を 迅 速に 行

う な ど 、 早 期 発 見・ 早 期 解決に つ な げま し た 。 さ ら に 、不登 校 児 童

生徒について は、かけはし 相談員が 積極的に関わる こ と で 登校や学

校復帰につな げる な ど 、 豊かな 心を 育む 教育の推進に 取り 組みまし

た 。

◆　 「 一校 一 運 動」 の推 進に よ り 、 運 動を し な い児童 生徒が減少し 、

基礎 体力の向上につな がり まし た 。 ま た 、学 校給食施 設の整 備や設

備・ 備品の修繕や買替え 等を 行い 、 安全で 安心な 学校給食施設の環

境改善を 進める な ど 、健やかな 体を 育む 教育の推進に 取り 組みまし

た 。

◆　 土曜授 業等にお いて 地域の人材を 活用し 、地域の特色を 活かし た

様々な 教 育 活動を 行い まし た 。 ま た 、各 学 校にジ オパー ク コ ーナ ー

を 設 置する こ と に よ り 、 霧島ジ オパー ク の理 解を 深め る と と も に 、

霧島ジ オ ガ イ ド を 活用し た 霧島 山に 関する 学 習や出前 講 座 の 活用

な ど 、特 色あ る 教育活動と 開かれた 教 育づく り の推 進に 取り 組みま

し た 。

◆　 市立小・ 中学校及び 高等学校全校舎で 耐震化率1 0 0 ％を 達成し ま

し た 。 ま た 、体育館等の非構造部材の耐震化を 年次的に実施する と

と も に 、 遠距離通学費補助金や就学援助費補助金等によ り 必要な 支

援を 行う な ど 、教育環境の整備に取り 組みまし た 。

◆　 各小学校にお いて 幼少連携のための情報交換会を 開催し 、その協

議内容を 幼稚園教育の教育課程に 反映さ せる な ど 、 幼稚園教育の推

進に取り 組みまし た 。

◆　 進学・ 就 職 先の開拓やハロ ーワーク 国分と の連携 強 化に よ り 、４

年連続（ 2 0 1 3（ 平成2 5 ） 年度～2 0 1 6（ 平成2 8 ） 年度） で 進学・ 就

職率1 0 0 ％を 達 成し まし た 。 ま た 、年次 的に 校舎や廊 下・ 昇降口棟

の改 築を 行う と と も に 、 屋内運動場の新築工事に 着手する な ど 、 魅

力ある 高等学校教育の推進に取り 組みまし た 。

4 -2 青少年の健全育成

◆　 将 来や夢に 希望を 持ち 、そ の目標の実現に 向かっ て 努力する 青少

年を 育成する こ と を 目的に 、 小 学 校 新１ 年生と 小・ 中 学 生・ 高 校 生

の市外から の転 入者に 対し 、「 き り し ま っ 子立 志1 0 年カ レン ダー」

を 配 布し まし た 。 ま た 、 英 語 や異 文化に 対する 興 味・ 関 心を 高め、

英語によ る コ ミ ュ ニケーショ ン 能力を 養う こ と を 目的に「 イ ン グリ ッ

シ ュ・ サマ ース ク ール」 を 開 催する な ど 、 体 験と 立 志を 支 援する 環

境づく り に取り 組みまし た 。

◆　 市立青少年育成セン タ ーや市補導員・ 各校区青少年健全育成連絡

会等と 連携し 、街頭補導や交 通安全指導 、教育相談、あいさ つ 運 動

を 行う な ど 、 地域全体で 子ど も を 見守り 育む環 境づく り に 取り 組み

まし た 。

4 -3 ス ポーツ の振興

◆　 チ ャ レン ジ デ ー へ の 参 加 や 霧島ス ポ ーツ ま つり の開 催な ど を 通

じ 、 市民 の誰 も が 参 加 で き る ス ポ ーツ 活 動 の 推 進に 取り 組みま し

た 。

◆　 2 0 2 0 年の第7 5 回国民体育大会「 燃ゆる 感動かご し ま 国体」 、 第

2 0 回全国障害者ス ポーツ 大会「 燃ゆる 感動かご し ま 大会」 の開催に

あたり 、 国分運動公園陸上競技場メ イ ン スタ ンド の大 規模改修やハ

ンド ボール会場 体育館の照明施 設のL E D 化に 着手し まし た 。 ま た 、

社会体育施設の老朽化対策や設備の改修・ 整備によ り 、利用者の利

便性向上が図ら れる など 、ス ポーツ 環境の整備に 取り 組みまし た 。

政策４ 　 育み磨き あう ま ち づく り

3 -1 農林水産業の振興

◆　 機械・ 施設等の整備や森林施業の推進な ど 、積極的に農林水産業

の経営体質の強化に 取り 組みまし た 。ま た 、 2 0 1 7（ 平成2 9 ） 年９ 月

に宮城県仙台市で 開催さ れた 第11 回全国和牛能力共進会において、

鹿 児 島 県が日本一（ 総合 優 勝） に 輝き ま し た 。 さ ら に 、「 作り 育 て

る 漁 業 」 を 目指し 、 放 流等に よ り 水産 資源の増 殖を 支 援し 、ア サリ

やイ ワガキ養殖の着業化に向けた 取組を 展開し まし た 。

◆　 霧島西 部 地 区（ 溝 辺・ 隼人） に お いて 圃場 整 備を 実 施し まし た 。

ま た 、 日本 林道 協会 が主催する 平成 2 5 年度 治 山・ 林道コ ン ク ール

の林道維持管理部門にお いて 、隼人地区の林道「 山城 妙見線」 の日

頃の維持管理等が 高く 評 価さ れ 、 林野庁長官賞を 受賞し まし た 。さ

ら に 、 産卵礁の設 置を 継続し て 行う な ど 、 生産基盤の整 備に 取り 組

みまし た 。

◆　 農地中間管理事業等の推進によ り 、 担い 手への農地集積や集落営

農の推進に取り 組みまし た 。

◆　 関係 機関と 連携し 、 就 農相談に 対応する と と も に 、 就農予定者に

対する 就農計画等の作成 支援や青年就農 給付金の給付な ど を 通じ

て、 農林水産業の新規就労の支援に取り 組みまし た 。

◆　 物産 館に お ける 消費者交 流イ ベ ン ト 等に お いて 地 元 産品のP R を

行う こ と によ り 、 地 場産品の消費拡 大を 図る な ど 、 地産地消の推 進

に取り 組みまし た 。

◆　 茶業振興会な ど の関係機関と 連携し 、「 霧島 茶」 製 造の技術向上

を 図り ま し た 。 ま た 、 鹿 児 島 空 港 へ のP R 看 板の設 置、 かご し ま 百

円茶屋の開催な ど を 通じ 、 霧島茶のブ ラ ンド 化の推 進に 取り 組みま

し た 。

3 -2 商工業の振興

◆　 商工会議所・ 商工会への活動支援によ り 、 商工業者に 対する 専門

的な 経営指導・ 経営支援に取り 組みまし た 。

◆　 空き 店舗 等を 利用し た 創業予定者に 対し 支 援を 行う こ と で、 新 規

創業者の負担軽減を 図る と と も に、 賑わい創出に 取り 組みまし た 。

◆　 各種展示会・ 商談会への出展・ 参加に係る 負担軽減を 図る こ と で、

新た な 市 場・ 販 路開 拓を 支 援し まし た 。 ま た 、 利子補給 補 助やセ ー

フ ティ ネッ ト 保 証 制 度の認 定を 行う と と も に 、プ レ ミ アム 商品 券 発

行事業や住宅リ フ ォ ーム支援事業の実施な ど 、 商工業者に 対する 経

営支援に取り 組みまし た 。

◆　 街 路 灯のL E D 化や商 店 街 独自のイ ベ ン ト 等に 対し 支 援を 行う な

ど 、 買い 物のし やすい環境整備に取り 組みまし た 。

◆　 「 霧島市農 業 創生 大学プ ロ ジ ェ ク ト 」 によ り 、 第一工 業 大学の植

物バイ オ マ ス コ ース の設 立を 支 援し 、 同コ ース の研究 施 設を 活用し

た 人材育成や新商品の開発を 進めまし た 。 ま た 、 市、 あ いら 農 業 協

同組合、都築教育学園と の産官学連携協定を 締結し 、 新たな 特産品

や新商品の共同開発を 行う な ど 、 霧島産物・ 技 術を 活かし た 製品開

発に 取り 組みまし た 。

◆　 2 0 1 5（ 平成2 7 ） 年度に、「 霧島市中小零細企業振興条例」 を 制定

し 、 同条 例に 基づ き 、中小零 細 企 業に 関する 評 価・ 検 討を 行う 中小

零細企業振興会議を 設置・ 開催する と と も に 、 具体的な 中小零細企

業の振興策を 含め、商工業者に対する 経営支援に取り 組みまし た 。

3 -3 観光業の振興

◆　 官民 一 体で 組 織する「 いざ 霧島キャ ン ペーン 実行 委員会」 で の誘

客 事業や、 霧島温 泉大使「 ア ヒ ル隊長」 を 活用し た P R 活動を 行い 、

市の知名度向上と 誘客促進を 図る な ど 、観光客誘致宣伝活動に 取り

組みまし た 。

◆　 自然や景勝地を 活かし た 展望所や遊歩道、 公園整 備を 行う と と も

に 、特産品協会や地元関係 者によ る 新たな 観光素材の開発、特産品

を 活用し た 誘客活動を 展開し まし た 。 ま た 、 2 0 1 7（ 平成2 9 ） 年４ 月

に 関平 鉱 泉 所と 同 敷 地 内の 特産 品 販 売 所を グ ラ ン ド オ ープ ン する

など 、地域の特色を 活かし た観光資源の開発に取り 組みまし た 。

◆　 霧島 産 品 のブ ラ ン ド 化や 開 発 を 推 進する た め の 新た な 取 組と し

て 、 産官学 連携によ る「 霧島ガ スト ロ ノ ミ ー 推 進協議 会」 が設 立さ

れ、市内の様々な 関係機関や関係者が一体と な り 付加価値の向上や

販路拡大な ど に向けた 取組が開始さ れる な ど 、地域の特色を 活かし

2 -3 循環型社会の形成

◆　 冊 子版のご み分別辞 典「 霧島市ご みガ イ ド ブ ッ ク 」 を 全 戸 配布す

る と と も に 、 小型 家 電 及び 古 着 等のリ サイ ク ル を 開 始し ま し た 。 ま

た 、 県 内 の市と し て は 初 めて 、 ス マ ート フ ォ ン 用の ｢ ご み 分 別 促 進

ア プ リ『 さ ん あ ー る 』 ｣ の 無 料 配 信 を 開 始す る な ど 、リ サイ ク ル の

推進に取り 組みまし た 。

◆　 一般廃棄物処理計画の設置基準を 適正に 運用し 、可能な 限り 既存

のご み収集 所の利用を 促 進する こ と によ り 、ご み収集所の新設及び

収 集 運搬コ スト の抑制を 図り まし た 。 ま た 、各 事 業者に 対する 啓発

など を 通じ て、 廃棄物の適正処理の推進に取り 組みまし た 。

◆　 啓発看板や監視カ メ ラ の設 置、 環 境パト ロ ールな ど を 通じ て 不法

投棄の防止に取り 組みまし た 。

◆　 周辺住民及び 関係者の理解によ り 、福山地区に一般廃棄物管理型

最終処分場を 建設し 、こ れま で 県外処分で 対応し て いた 本市の一般

廃 棄 物の最終 処 理を 独自で 適 正に 完結 処 理する 体 制を 構 築し まし

た 。ま た 、各一 般廃棄物処理施設に ついては、 指定管理者及び 運転

委託業者と 常に緊密な 協議を 行う な ど 、 適切な 運転管理に 努めまし

た 。

た観光資源の開発に 取り 組みまし た 。

◆　 地方創生交付金を 活用し た宿泊施設や観光施設等のバリ ア フ リ ー

化に 取り 組 ん だ こ と に よ り 、 観 光 客 の受 入体 制 の充 実に 取り 組み

まし た 。

◆　 ト ッ プ セ ールス 時 や受 入れ 時のお も て な し 等を 通じ て 、 現 地キ ー

パーソ ンと の交流及び 関係強化を 図る と と も に 、公衆無線L A N の整

備や多言 語 表記案内板の設 置等、 外国人観 光客受入環 境の整 備を

行う など 、 海外から の観光客の誘致に取り 組

3 -4 雇用の促進

◆　 ハロ ーワーク 国分と 連携し 、誘致企業に対し「 霧島ゆう あい人材バ

ン ク 登 録 者」 を 情 報提 供し 新 規 就労に つ な げまし た 。 ま た 、 霧島市

創業支援セン タ ーを 設置し 、 創業希望者に 対する 相談窓口の一元化

を 図る と と も に 、 2 0 1 7（ 平成2 9 ） 年２ 月に 、 高校生を 対象と し た 合

同企業説明会を 開催する な ど 、地域の特色を 活かし た 雇用の促進に

取り 組みまし た 。

◆　 本市の地理的に 恵ま れた 立地 条件や工場等立地促 進補助 金等の

優 遇 制 度に つ いて 、 パン フ レ ッ ト 等を 作成し て 積 極 的に P R 活 動 を

展開し 、 2 0 1 3（ 平成2 5 ） 年度～2 0 1 6（ 平成2 8 ） 年度にお いて 延べ

2 2 社と 立地協定を 締結し まし た 。 ま た 、「 鹿児島郵便 局」 が、2 0 1 7

（ 平成2 9 ） 年８ 月に 南九州最 大級の郵便・ 物流 拠点と し て 、隼人町

の小田工業団地に開局する など 、 企業の誘致に取り 組みまし た 。

第二 次霧島市総合計画
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政 策５ 　 たすけあい支え 合う ま ち づく り

6 -1 市民参加によ る まち づく り の推進

◆　 市民団体が自ら 企画・ 実施する 公益的な 活動への支援を 行う こ と

によ り 、ま ち づく り に 関する 意識の醸成に 取り 組みまし た 。

◆　 地 区自治 公民 館 、 自治 会 の活 動 を 支 援する た め 、 市内 8 9 全て の

地区自治 公民 館に 地 域ま ち づく り サポータ ーを 配置する と と も に 、

地域ま ち づく り 支援事業や地域振興 補助制度等を 推進する な ど 、ま

ち づく り に参加し やすい 環境づく り に 取り 組みまし た 。

◆　 東 京、 大阪、 名古屋の地下鉄車内広告、 移 住セミ ナ ー の開 催等 、

積極的なＰ Ｒ 活動を 行っ た 結果、 2 013（ 平成2 5 ） 年度から 2 0 16（ 平

成2 8 ） 年度の間、12 6 世帯3 4 9人の方が移 住定住補助制度を 活用し

て 本市へ 移住し まし た 。

6 -2 国際・ 国内交流の推進

◆　 国外に お いて は、 上海市嘉定区、 韓国釡山広域市、中国陝西省耀

州区及び湖南省瀏陽市への訪問、 国内にお いて は、 2 016（ 平成2 8）

年度の岐阜県海津市・ 長崎県雲仙市と の姉 妹都市盟 約1 0 周年記念

式 典 の開 催等を 通じ 、市民レ ベ ルの相互 交 流を 図り まし た 。 ま た 、

中・ 高校 生 が、 韓 国・ 釡山広域 市ペ ヨ ン 初 等学 校 やマ レ ー シ ア・ マ

ラ ッ カ 市セ ン ト フ ラ ン シ ス 学 院の学 生たち と 相互 交 流を 行う な ど 、

国際・ 国内交流の推進に 取り 組みまし た 。

◆　 霧島市国際交流協会や日韓 親善子 供大使 友好の翼実行委員会へ

の支援を 通じ 、 交 流のた め の民間組 織・ 人材の育成 、 充実に 取り 組

みまし た 。

6 -3 人権の尊重

◆　 “生命 の 尊さ ”、 “大 切さ ”を 実 感 する 契 機と し て、「 じ ん けんフ ェ

スタ 」 を 市内各地区で 開催し 、４ 年間（ 2 0 13（ 平成 2 5 ） 年度～2 0 1 6  

（ 平成 2 8 ） 年 度 ） で２ 千人 以 上 が 参 加し まし た 。 ま た 、子ど も た ち

の人権尊重精神の涵養を 図る た めに 、「 人権の花 運動」 を 実施する

な ど 、 人権尊重社会の実現に 向け た 教育・ 学習の推 進及び広報・ 啓

発に 取り 組みまし た 。

◆　 複雑多様な 人権問題に迅速かつ的確に対応する ために 、 人権擁護

委員によ る 自宅・ 特設・ 常設 相談を 実 施し 、 相 談体 制の充実を 図り

まし た 。ま た 、 北朝鮮によ る 拉致被害者及び 特定失踪者救済のため

の 広 報・ 支 援 活 動と し て 、 各 種 イ ベ ン ト の 開 催 や1 2 月の「 北 朝 鮮

人権侵害問題啓発週間」 にあわせて 署名・ 募金活動を 実施する など、

人権侵害被害者の救済に 取り 組みまし た 。

6 -4 男女共同参画の推進

◆　 「 女性のた めの無料相談 」 を 毎月開催する と と も に 、 民生委員や

児童 委員、 教職 員を 対 象にし た「 相 談 員ス キルアッ プ 講座 」 の開 催

を 通じ 、相談 員の資質向上に 努める な ど 、 男女の人権を 侵害する あ

ら ゆる 暴力の根絶に 取り 組みまし た 。

◆　 「 男女共同参画基礎講座」 、「 男女共同参画地区別セミ ナー」 の開

催等を 通じ 、 男女共同参画の視 点に 立っ た 制度・ 慣行の見直し 、 意

識の改革に 取り 組みまし た 。

◆ 　 附属 機 関 等 の 委 員の 選 任 に 当た っ て は 、 積 極 的 改 善 措 置（ ポ ジ

ティ ブ・ アク ショ ン ） に よ る 取組促 進のほか、「 霧島市女性委員登用

推進規程」 の適正な 運用により 、 政策・ 方針決定 過程への女性の参

画の促進に 取り 組みまし た 。

政 策６ 　 共生・ 協働のま ち づく り

政 策７ 　 新たな 行政経営によ る ま ち づく り

5 -1 医療体制の充実

◆　 姶良地区医師会、 消防局、保健 所等で 構成する「 姶良地域 救急医

療 連 絡協 議 会」 等と の 連 携に よ り 、 初 期 救 急（ 一次 ） 医 療、 二 次 医

療 体制の強化を 図り まし た 。 ま た 、市立医師会医療セン タ ーに 常勤

の小児 科医師２ 名が着任さ れたこ と によ り 小児 科診療を 再開し 、さ

ら に 、 緩 和ケア 病棟の開 設や感 染 症専用外来、 エ コ ー・ 心電図室、

研修医室等を 備え た 新たな 施設が完成する な ど、 医療体制の整備に

取り 組みまし た 。

◆　 市民が日頃から 安心し て 相談し 、 適切な 医療を 受ける こ と がで き

る よ う 、 かかり つ け 医を 決める な ど の市民 意識の向上に 取り 組みま

し た 。

◆　 医療費の適正化を 図る た め、看護師によ る 多重受診 者（ 重複・ 頻

回な ど ） への生活指 導 の実 施、 医 療費の通 知 、ジ ェ ネリ ッ ク 薬品と

先 発 医 薬 品と の 差 額 の 通 知な ど を 行 いま し た 。 ま た 、 特 定健 康 診

査・ 保 健 指 導 、 人間ド ッ ク の受診率を 向上さ せる た め 、 保 健 師の訪

問や電話等によ り 受診勧奨を 行う な ど 、保険制度の適切な 運営に 取

り 組みまし た 。

5 -2 こ こ ろ と 身体の健康づく り の推進

◆　 市民健康講座、 出前講座等を 通じ て、市民の健康意識の向上に 取

り 組みまし た 。

◆ 　 疾 病 の 早 期 発 見を 目 的と し た 各 種 健（ 検 ） 診 を 実 施し 、 メ タ ボ

リ ッ ク 症候群の予防等の保健指導を 実施し まし た 。ま た、心身と も に

健 康で 生き がい のあ る 生活を 送る こ と がで き る よう に 、自殺予防対

策講 演会やこ こ ろ の健康相談を 実施する な ど 、こ こ ろ と 身体の健康

管理の実践・ 支援に 取り 組みまし た 。

◆　 市民参画に よ る 健 康づく り を 推 進する た め 、 健 康づく り 活 動を 行

う 健 康運 動普及推 進 員や食 生活改善 推 進員等の活動を 支援し まし

た 。 ま た 、 2 0 1 4（ 平成 2 6 ） 年度 から は、 健 康 生き がい づく り 推 進モ

デル事業を 終了し た 地区が、地 域の目標に沿っ た 取組がで き る よ う  

「 地 域健 康 生き がい づく り 事業 」 を 開始する な ど 、 健 康づく り 活 動

がし やすい 社会環境づく り に 取り 組みまし た 。

◆　 食生活改善推進員の活動や食の文化祭、健康福祉ま つり の開催を

通じ 、 食育の推進に 取り 組みまし た 。

5 -3 地域における 福祉の推進

◆　 生活保護によ る 支援が必要と 思われる 相談 者に 対し て は、 助言・

指 導等を 行い な がら 、 適切に 生活保護を 実 施し まし た 。 ま た 、 生活

保護申請に 至ら な い 生活困窮者に 対し て は、専任の支援員を 中心と

し た 就労への支援や関係機関への情報提供等を 行う な ど 、 生活困窮

者への支援に 取り 組みまし た 。

◆　 民 生委員、在宅福祉アド バイ ザーを はじ めと する 市民 相互の支え

合 い・ 助け 合 い を 推 進する と と も に 、 地 域の見守り ネッ ト ワー ク の

強化や福祉活動者、 活動団体への支援を 行いまし た 。ま た、高齢者・

障がい 者の方々を 保護・ 支援する ための成年後見制度を 更に推進す

る た め、 2 0 17（ 平成 2 9） 年４ 月に 、 霧島市社会福祉協議会内に「 成

年後 見セ ン タ ー」 を 開 設する な ど 、 地 域 住 民に よ る 支え 合 い に 資す

る 取組を 行いまし た 。

◆　 高齢者が住み慣れた 地域で 生活を 継続で き る よう に 、 姶良地区医

師 会と 医 療と 介 護 の連 携に 向け た 事 業を 実 施し た ほか、 認 知 症 施

策の実施、地域ケア会議の推進へ向けた協議など、高齢者の自立支援

サービ スの充実に取り 組みまし た。

◆　 市民が 継 続 的に ス ポーツ を 行え る よ う 、 総合型地 域ス ポーツ ク ラ

ブ、各 競 技団 体 、各地区 地 域ス ポーツ 祭の活動を 支 援する な ど 、 ス

ポーツ 団体の育成に取り 組みまし た 。

4 -4 文化の振興

◆　 「 第3 0 回 国 民 文化 祭・ かご し ま 2 0 1 5 」 に お いて 、 市 内で ８ つ の

事 業を 開催し 、 市民に 美 術展 への参 加やミ ュ ージ カ ル・ 音 楽・ 伝 統

芸能な ど の舞台芸術を 直接鑑賞する 機会を 提供する な ど 、 芸術文化

活動のき っ かけ づく り に 取り 組みまし た 。

◆　 郷土芸能保存会の相互 連携を 図る こ と を 目的に「 霧島市民芸保存

会 連 絡協議 会」 を 設 立する と と も に 、 郷土芸能を 周知する た め 、 活

動 チ ラ シ の作成等を 通じ 保存団体の活動を 紹介する な ど 、 文化関係

団体の育成に取り 組みまし た。

◆　 各種調査によ り 、 大隅正八幡宮境内及び社家跡が国指定史跡と な

り 、今後 の 保 存・ 管 理 に つ いて 計 画 書 を 作成し ま し た 。 ま た 、 貴 重

な 文化財を 後世に 遺す た め、 建造 物の修復や天然 記念物（ 樹木） を

年次的に養生する など、文化財の保存・ 整備に取り 組みまし た。

◆　 大隅国 建国13 0 0 年記 念や天 降川川筋直し 3 5 0 年 、宮内原 用水完

成 3 0 0 年に合わせ 各種イ ベ ン ト 、き り し ま 歴 史散歩 や文化財少年団

活 動、 郷土 館に お ける 企画展の開催、 ふる さ と の歴 史に 関する 出前

講座など を 通じ 、文化財の活用に取り 組みまし た。

4 -5 学習機会の充実

◆　 一 部の公民 館ト イ レ を 洋式化する な ど 、 施 設・ 設 備の適切な 維持

管 理に 努 めま し た 。 ま た 、 図 書 館シ ス テ ムの更 新に よ り 、 自宅から

イ ン タ ーネッ ト を 利 用し て 本 の 利 用 延長 が で き る よ う に な る な ど 、

学習環境の充実に取り 組みまし た。

◆　 市民の学習ニーズ を 踏ま え 、 土・ 日に開設する 定期講座を 増やし 、

短 期講座にお いて は、エク ササイ ズ 等の若年者向け の講座等を 実施

し ま し た 。 ま た 、 メ ディ ア セ ン タ ー 講 座に お いて は 、 生 活 課 題 や 時

代の流れに 対応し た 内容を 取り 入れ、コ ース ごと に スマ ホ・ タ ブ レ ッ

ト 講座を 開催する など、学習活動の推進に取り 組みまし た。

5 -4 子育て 環境の充実

◆　 2 0 1 4（ 平成 2 6 ） 年４ 月から 、 霧島市こ ど も セ ン タ ーで 土日の子育

て サロ ン を 始め、子育て サロ ン のな かっ た 牧園地区で 支援を 開始す

る な ど 、地 域に おける 子育て 支援に 取り 組みまし た 。

◆　 母子 健 診後の 個別相談を 増やす な ど 相 談体制の充実に 取り 組み

まし た 。 ま た 、不妊に悩む夫 婦への精神的・ 経済的負担を 軽減する

ため、 2 016（ 平成2 8） 年度から 男性不妊治療を 助成対象へ追加する

な ど 、 母子 保健の充実に 取り 組みまし た 。

◆　 増加する 保育需要へ対応する ため、年次的に保育所等の施設整備

を 行う な ど 保育環 境の充実を 図り まし た 。 ま た 、 2 0 15（ 平成2 7 ） 年

度から は一時 預かり 事業（ 幼稚園型） を 新た に 開始し 、 2 0 16（ 平成

2 8 ） 年度から は病児・ 病後 児保育の拡充を 行う な ど 、子育て 家庭の

ワーク・ ラ イ フ・ バラ ン ス の推進に 取り 組みまし た 。

◆　 乳幼児医療費助成事業を 子ど も 医療費助成事業に改め、 2 013（ 平

成 2 5 ） 年1 0 月診 療 分 から 、 対 象を 就学前から 中学 生ま で に 拡 充し

まし た 。 ま た 、 2 0 14（ 平成 2 6 ） 年４ 月診療分から は、 非 課税世帯の

小・ 中学生に かかる 2 , 0 0 0 円の自己負担を 廃止し 全 額助成を 行う な

ど 、子ど も の健やかな 成長のた めの負担軽減に 取り 組みまし た 。

◆　 要保護 児童 対 策地域 協議会のも と に 設置さ れて い る 実務者会議

及び 個 別ケ ース 検 討 会を 実 施し 、 関 係 機 関と 連 携し な がら 要 保 護

児童の早期発見や適切な 保護に 努めまし た 。

7 -1 健全な 財政運営の推進

◆　 納期内納付を 促進する ため、 納税者が納税し やすい 環境の整 備や

「 納税お 知ら せセ ン タ ー」 を 設置する こ と で 新規滞納の発 生防止に

努め 、ま た 、 文 書に よ る 催 告、 訪問 徴収、 休日納 税 相 談な ど を 行い

な がら 、 差押え な ど の滞納処分を 引き 続き 強化する な ど 積極的に 歳

入の確保に 取り 組み、市税の徴収率は７ 年連続で 前年度を 上回り ま

し た 。
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◆環霧島会議につ いて は、 霧島山を 中心と し た 火山防災体制の充実を

図る と と も に 、 広域 観光の推 進 、有害鳥獣 対 策、自然環 境の 保護な

ど 、 共有する 自然の保護や活用、 共 通する 課 題の解決に向け、 広域

的な 相互連携に 取り 組みまし た 。

◆錦江湾奥会議について は、桜島大噴火の際の防災対策及び災害時の

相互協力体 制の確 立や構成 市のそ れぞ れの歴 史を 探 訪する 観 光ツ

アーを はじ めと する 湾奥地域の魅力の発信、自然環境の保全等の取

組な ど 、情報の共有や広域的な 相互連携に 取り 組みまし た 。

◆霧島ジ オパーク について は、「 自然の多様性と それを 育む火山活動」

を テ ーマと し て、 霧島ジ オパー ク 推 進 連 絡協 議 会 が 推 進 母 体と な

り 、 官民 が 一 体 と な っ て ジ オ パ ー ク の 仕 組 み づ く り に 取り 組 み 、

2 0 1 4（ 平成 2 6 ） 年1 2 月に は 、４ 年に１ 度の 再 審 査を 経て 日本ジ オ

パー ク に 再 認 定さ れま し た 。 ま た 、 2 0 1 5（ 平 成 2 7 ） 年1 0 月に 、 過

去 最大 規 模と な っ た「 第６ 回日本ジ オパーク 全国大 会霧島大 会」 を

本市で 開催し 、 霧島の魅力を 全国に向け 発 信する と と も に 、 課題の

解決を 図り な がら 、 よ り 充実し た ジ オパーク への取 組や世界認 定を

目指し た事業に 取り 組みまし た 。

広域行政の推進

◆　 将 来に わた っ て 健 全 財政の堅 持と 適切な 公 共サービ ス の 提 供 を

両立し て いく た めに 、 2 0 15（ 平成 2 7 ） 年３ 月に 、 公共施 設の管理 運

営の方向性や方針等を 定めた「 霧島市公共施設管理計画」 を 策定し

ま し た 。 ま た 、「 霧島市公 金の 保 管及び 運 用に 関する 基 準」 に 基づ

く 資金管理計画の下、 決済資金の確保に努めな がら 歳計現金の効率

的な 運用に 努める な ど 、市有財産の適正管理と 有効活用に 取り 組み

まし た 。

◆ 　 市 債 残 高に 関し て は 、 借入 額 を 償 還 元 金よ り 抑 制し た こ と に よ

り 、 2 0 1 2（ 平成 2 4 ） 年度 末の 6 7 1 億 円に 対し て 2 0 1 6（ 平成 2 8 ） 年

度 末は6 0 5 億円と な り 、 6 6 億円の 縮減 が図ら れまし た 。 ま た 、 基金

残高に関し て は、毎年度の決算剰余金の一部を 財政調整基金等に積

立てる と と も に、将来の財政需要に備えて 減債基金や特定建設事業

基金を 積み増し たこ と によ り 、年度間の財 源調整に 活用可能な３ 基

金残高は2 012（ 平成24） 年度末の116 億円に 対し て 2 0 16（ 平成2 8）

年度末は16 6 億円と なり 、 5 0 億円の積み増し が図ら れまし た 。

　 　 社 会 保 障 関 係 経 費の増 大に よ り 予算 規 模は大き く な っ て い ま す

が 、 一方 で 、 予 算 の 執 行 基 準 の 更な る 適 正 化 に 努 め る と と も に 、

市債 残高の縮 減や職 員 数の削減に よ り 経常的 経 費の削減に 取り 組

んで き たこ と から 、 2 0 1 3（ 平成 2 5 ） 年度当初 予算の収 支不足額 2 1

億 が 2 0 1 7（ 平 成 2 9 ） 年 度 当 初 予算 で は1 6 億 円ま で 改 善さ れ 、 歳

入に見合っ た 予算編成の実現へ向け 着実に前進し まし た 。

7 -2 信頼さ れる 行政経営の推進

◆　 「 事務事業振 返り シ ート 」 の説明会や点検会を 開催し た 結果、 職

員の行政 評 価に 関する 理 解が深まり まし た 。 ま た 、 新設し た 都市公

園や霧島市 南部し 尿処 理 場に お いて 指定管 理 者 制 度を 導入し た ほ

か、４ 保育 園及び１ 養 護老人ホームの民営化を 実 施 する な ど 、 市の

担う べき 役割の重点化に 取り 組みまし た 。

◆　 定員適正化計画によ る 職員数の削減を 図る と と も に 、 組織機構再

編計画に 基づ いた 組 織機構の検討を 行いまし た 。 ま た 、市民サービ

ス の更な る 向上を 目指し 、 2 0 1 3（ 平成 2 5 ） 年1 2 月に 横 川 総合支 所

を 建替え 、 2 0 17（ 平成2 9） 年４ 月に 本庁舎別館を 建設する な ど 、 効

果的で 効率的な 組織・ 機構、 業務の構築に 取り 組みまし た 。

◆　 メ ン タ ル ヘ ルス チ ェ ッ ク を 実 施し 、 シ ニ ア 産 業 カ ウン セ ラ ー に よ

る 面談等を 行う な ど 心身の病気を 水際で 予防で き る よ う 、健康面の

相談がし やすい 職場環境を 構築し まし た 。 ま た 、 人事評 価制度に お

ける 業績評価を 本格実施し 、能力評価及び業績評価の結果を 振返り

な がら 、 日々の O JTを 行う な ど 、 人 材 育 成 の 推 進 に 取り 組 みま し

た 。

7 -3 市民と 行政による 情報の相互活用

◆　 ス マ ート フ ォ ン やタ ブ レ ッ ト に 対応 する た め 、 市ホ ームペ ー ジ の

リ ニ ュ ーア ルを 行い 、市ホ ームページ に 掲載する お 知ら せ 等を 中心

に 、ツ イ ッ タ ー やフ ェ イ ス ブ ッ ク に よ る 情 報 発 信 を 開 始し ま し た 。

ま た 、 コ ミ ュ ニテ ィ Ｆ Ｍ で あ る「 FM き り し ま 」 が 2 0 1 3（ 平 成 2 5 ）

年６ 月に 開 局し 、 市民 に 必 要な 行 政 情 報を 放 送し ま し た 。 さ ら に 、

「 く ら し の便 利帳 」 を 全戸 配布する な ど 、行政情報の提 供に 取り 組

みまし た 。

◆　 市長と ラ ン チ で 語イ も ん そ 会、市長と ふ れあ いト ーキン グ を はじ

め 、ご 意 見 箱 、 電子メ ール及び 電 話な ど で 、 延べ 5 , 3 0 0 人 以 上の市

民から 意見を 聴取する な ど 、市民意見の活用に 取り 組みまし た 。

7 -4 開かれた議会運営の推進

◆　 議会広報誌「 市 議会だ よ り 」 の発行や議会報告会「 議 員と 語ろ か

い」 の 開 催 を 通じ 、 議 会 に 関 する 情 報 提 供 の充 実 に 取り 組 みま し

た 。

◆　 議会運営や議員活動に 必要な 情報収集等を 行う と と も に、 議員を

対象と し た 研修会等の開催を 通じ 、 議会運営への支援に 取り 組みま

し た 。

第 二 次 霧島市 総 合 計 画
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（ ２ ）成果指標の達成状況

施 策 名

第 一 次 霧 島 市 総 合 計 画 に お け る 成 果 指 標

指 標 名
2 0 1 1 （ H 2 3 ）

現 状 値
2 0 1 7 （ H 2 9 ）

目 標 値
2 0 1 6 （ H 2 8 ）

実 績 値

達 成 状 況

1 -1 生活基盤の充実 ゆとり ある住みやすいまちであると 感じている市民の割合 7 1 .2 % 7 1 .2 % 6 4 .5 %

1 -2 交通体系の充実 道路ネット ワークの満足度（ 幹線道路） 6 2 .7 % 6 3 .3 % 6 3 .6 %

道路ネット ワークの満足度（ 生活道路） 6 7 .9 % 6 8 .0 % 6 7 .1 %

鉄道の利用者 3 ,8 6 8 千人 3 ,9 5 0 千人 3 ,7 9 1 千人

航空の利用者 4 ,4 6 2 千人 4 ,5 5 0 千人 5 ,4 4 4 千人

バス（ 路線・ コミュニティ ） の利用者 2 9 0 千人 2 9 0 千人 2 7 3 千人

1 -3 地域情報化の推進 携帯電話のカバー率 6 5 .6 % 6 8 .6 % 6 6 .2 %

Ｔ Ｖ 受信カバー率（ 地デジ） 9 7 .8 % 1 0 0 .0 % 1 0 0 .0 %

インタ ーネット の利用率 4 6 .9 % 5 2 .9 % 5 4 .3 %

1 -4 防災対策の推進 防災対策に対する市民の認識度 8 0 .6 % 8 1 .1 %  8 6 .1 %

災害危険箇所の整備率 3 1 .1 % 3 4 .0 % 3 1 .4 %

火災の発生件数 6 7 件 5 4 件 4 7 件

救命率 8 .0 % 1 6 .0 % 1 0 .9 %

1 -5 交通安全・ 防犯の推進 交通事故発生件数 1 ,0 0 8 件 7 3 0 件 7 5 2 件

刑法犯罪認知件数 8 7 2 件 7 7 3 件 7 4 0 件

防犯を意識し た行動をとっている市民の割合 9 2 .5 % 9 5 .0 % 8 9 .0 %

犯罪に対して不安を持っている市民の割合 2 5 .6 % 2 0 .0 % 1 8 .5 %

消費者被害にあわないよう に意識した行動をとっている市民の割合 9 5 .0 % 1 0 0 .0 % 9 1 .7 %

2 -1 自然環境の保全 環境基準達成率

自然環境が保全さ れていると感じている市民の割合

自然環境の保全活動に取り 組んだ市民の割合

海域の環境基準（ Ｃ Ｏ Ｄ ） 達成地点数

2 -2 生活環境の向上 生活環境が向上していると 感じる市民の割合

美化活動に参加し た市民の割合

2 -3 循環型社会の形成 市民一人当り のごみの排出量

リサイクル率

リデュースに取り 組んでいる市民の割合

リ ユースに取り 組んでいる市民の割合

生産額（ 農業）

生産額（ 林業）

生産額（ 水産業）

豊かになったと 感じる農林水産業者・ 従事者の割合

3 -2 商工業の振興 廃業件数（ 商工会議所・ 商工会）

3 -1 農・ 林・ 水産業の振興

新規加入事業者数（ 商工会議所・ 商工会） 9 5 事業所 1 1 0 事業所 1 1 6 事業所

豊かになったと 感じる商工業者・ 従事者の割合

観光客数（ 宿泊＋日帰り ）

観光客数 × 観光客１ 人当り の消費額

3 -4 雇用の促進 就職決定率

誘致企業の雇用者数

現在操業している誘致企業数（ 累計）

3 -2 商工業の振興

3 -3 観光業の振興 6 ,7 3 3 千人 8 ,2 8 0 千人 7 ,5 6 8 千人

5 0 ,2 2 8 百万円 5 8 ,0 0 0 百万円 5 4 ,3 2 0 百万円

3 9 .5 % 4 0 .0 % 4 8 .5 %

1 0 ,8 6 0 人 1 2 ,0 0 0 人 1 0 ,1 4 4 人

8 4 社 1 0 0 社 8 9 社

2 0 .3 % 2 8 .0 % 2 8 .6 %

7 8 .6 % 8 0 .0 % 7 3 .6 %

7 2 .3 % 8 0 .3 % 7 4 .1 %

1 2 .0 % 3 0 .0 % 1 5 .1 %

4 地点 4 地点 ３ 地点

3 6 .2 % 4 8 .0 % 3 3 .3 %

6 5 .1 % 7 5 .0 % 6 8 .2 %

9 2 3 g / 人日 9 0 0 g / 人日 9 2 7 g / 人日

1 5 .6 % 2 1 .0 % 1 7 .1 %

6 0 .8 % 8 0 .0 % 6 6 .5 %

6 8 .7 % 8 5 .0 % 7 8 .5 %

5 ,9 5 7 百万円 6 ,0 0 0 百万円 6 ,5 0 5 百万円

9 2 4 百万円 9 3 0 百万円 6 5 0 百万円

1 2 0 百万円 1 8 0 百万円 1 4 4 百万円

2 5 .0 % 3 0 .0 % 2 1 .6 %

5 4 件 4 0 件 4 6 件
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施 策 名

第 一 次 霧 島 市 総 合 計 画 に お け る 成 果 指 標

指 標 名
2 0 1 1 （ H 2 3 ）

現 状 値
2 0 1 7 （ H 2 9 ）

目 標 値
2 0 1 6 （ H 2 8 ）

実 績 値

達 成 状 況

4 -1 学校教育の充実
鹿児島学習定着度調査の県平均通過率に対する
本市平均通過率の割合（ 市立小５ ）

同上（ 市立中１ ）

同上（ 市立中２ ）

児童生徒のあいさ つや、 交通ルールを守るマナーが
良く なっていると 思う 市民の割合

体力テスト（ 小５・ 中２ ）の県平均値に対する本市の平均値の割合

進路について真剣に考え、
模試や資格取得等に積極的に取り 組んでいる生徒の割合

4 -2 青少年の健全育成 学校外活動を行う 青少年団体に加入している児童生徒の割合

中学２ 年生のう ち、
社会のルールやマナーを守っていると 回答し た生徒の割合

青少年が他人に迷惑をかけるという 行動が、
以前に比べて減ったと 考える市民の割合

4 -3 スポーツの振興 スポーツに親し んでいる市民の割合

市内体育施設の年間利用者数

中学生の部活動（ 運動系） 加入率

4 -4 文化の振興 芸術・ 文化に親し んでいる市民の割合

過去一年間の各種芸術文化事業の実践者及び鑑賞者の人数

文化財に親し んでいる市民の割合

過去一年間の文化財保存・ 伝承活動の実践者及び参加者の人数

4 -5 学習機会の充実 学習している市民の割合

国分、 隼人図書館、 各公民館図書室及び
メ ディ アセンタ ーの年間利用者数

各種講座の応募者数

5 -1 医療体制の充実 救急搬送さ れた人のう ち市外に搬送さ れた割合

医師数（ 診療所を含む）※人口 1 0 万人当たり

病院の病床数　 ※人口 1 0 万人当たり

診療所の病床数　 ※人口 1 0 万人当たり

病院数　 ※人口 1 0 万人当たり

5 -2 こころと 身体の健康づく り の推進 心身共に健康であると感じている市民の割合

6 -1 市民参加によるまちづく り の推進 ボランティ アセンターのボランティ ア登録会員数 5 ,8 8 2 人 6 ,2 0 0 人 6 ,1 7 3 人

移住者数 1 2 2 人 1 0 0 人 1 7 8 人

6 -2 国際・ 国内交流の推進 国際・ 国内交流活動を知っている市民の割合 5 9 .5 % 6 5 .0 % 5 5 .6 %

交流先と の相互協力関係が築かれていると 感じている市民の割合 6 2 .7 % 6 8 .0 % 6 4 .4 %

交流事業等に参加し た延べ人数 1 5 4 人 1 7 6 人 1 7 2 人

日頃から何か健康管理を行っている市民の割合

5 -3 地域における福祉の推進
必要な経済的支援を受けて生活をしている人の割合

（ 人口 1 ,0 0 0 人当たり の生活保護受給者数）

住み慣れた地域で自立し た生活をし ている人の割合
（ 要介護者・ 要支援者）

同上（ 障がい者）

同上（ 高齢者）

5 -4 子育て環境の充実 子育てに不安感や負担感を持っている世帯の割合

子育てし やすい環境が整っていると考えている子育て家庭の割合

出生率

6 -1 市民参加によるまちづく り の推進 まちづく り 活動に参加している市民の割合

自治会加入率

1 0 1 .2 % 1 0 3 .0 % 9 6 .9 %

9 8 .0 % 1 0 0 .0 % 1 0 0 .7 %

9 7 .7 % 1 0 0 .0 % 9 8 .5 %

5 4 .0 % 6 4 .0 % 5 6 .9 %

9 9 .2 % 1 0 2 .0 % 1 0 0 .2 %

8 5 .3 % 8 8 .0 % 8 9 .0 %

5 3 .5 % 5 3 .5 % 4 3 .9 %

7 5 .5 %
（ Ｈ 2 1 ） 8 0 .5 % 9 6 .8 %

1 6 .0 % 2 1 .0 % 2 3 .1 %

6 1 .9 % 6 6 .0 % 6 5 .0 %

8 5 3 ,2 7 8 人 8 6 3 ,0 0 0 人 9 2 1 ,5 3 8 人

6 9 .5 % 7 0 .0 % 6 2 .9 %

5 3 .2 % 5 6 .5 % 5 8 .8 %

9 4 ,7 7 6 人 9 6 ,5 0 0 人 1 0 1 ,2 5 5 人

7 7 .3 % 7 8 .0 % 7 5 .3 %

1 2 ,0 1 2 人 1 3 ,0 0 0 人 1 0 ,8 3 8 人

5 4 .8 % 5 8 .0 % 5 3 .3 %

3 1 0 ,4 8 4 人 3 1 6 ,0 0 0 人 2 6 4 ,3 1 4 人

5 ,7 6 6 人 5 ,9 5 0 人 4 ,8 6 5 人

1 5 .6 % 1 7 .0 % 1 4 .7 %

1 5 3 .7 人 1 7 1 .5 人 1 6 8 .2 人

1 ,9 1 6 .3 床 1 ,9 1 0 .0 床 1 ,8 6 6 .1 床

4 0 0 .0 床 4 0 8 .0 床 3 9 1 .4 床

1 2 .6 箇所 1 2 .4 箇所 1 2 .1 箇所

6 6 .9 % 7 4 .3 % 6 8 .3 %

9 1 .5 % 9 3 .6 % 8 8 .1 %

1 2 .3 人 / 千人 1 5 .2 人 / 千人 1 4 .0 人 / 千人

6 5 .8 % 6 8 .0 % 7 5 .4 %

9 6 .8 % 9 7 .1 % 9 6 .3 %

9 1 .0 % 9 4 .0 % 8 7 .2 %

5 9 .3 % 5 9 .3 % 5 1 .2 %

6 3 .7 % 6 9 .7 % 5 8 .2 %

1 0 .2 人 / 千人 1 0 .4 人 / 千人 9 .0 人 / 千人

5 1 .1 % 6 2 .0 % 5 2 .4 %

6 7 .9 % 7 0 .0 % 6 0 .7 %
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施 策 名

第 一 次 霧 島 市 総 合 計 画 に お け る 成 果 指 標

指 標 名
2 0 1 1 （ H 2 3 ）

現 状 値
2 0 1 7 （ H 2 9 ）

目 標 値
2 0 1 6 （ H 2 8 ）

実 績 値

達 成 状 況

6 -4 男女共同参画の推進 Ｄ Ｖ またはｾｸｼｭｱﾙ・ ﾊﾗｽﾒﾝﾄを受けた市民の割合 8 .2 % 6 .6 % 6 .3 %

社会全体（ 霧島市） において
男女の地位が平等になっていると 思う 市民の割合

2 9 .7 % 3 8 .8 % 2 4 .2 %

「 男性は仕事、 女性は家庭」 と 思う 市民の割合 3 7 .6 % 3 6 .0 % 2 7 .4 %

方針決定過程に参画している女性の割合 2 2 .1 % 2 6 .5 % 1 9 .9 %

7 -1 健全な財政運営の推進 一般財源の歳入額と 歳出額の差 △2 1 億円
（ Ｈ 2 5 ） △９ 億円 △1 6 億円

（ Ｈ 2 9 ）

起債（ 地方債） 残高 6 8 2 億円 6 0 3 億円 6 0 5 億円

基金残高（ 財政調整基金、減債基金、特定建設事業基金の残高合計） 1 1 8 億円 5 4 億円 1 6 6 億円

7 -2 信頼さ れる行政経営の推進 定員適正化計画に基づく 職員の減員数※累計 1 8 9 人 2 8 7 人 2 9 6 人
（ Ｈ 2 9 ） 

組織の数
13 部局 / 86 課 /

2 2 1ｸﾙ゙ー ﾌ゚ 等 

11 部局 / 70 課 /

18 0 ｸ゙ﾙー ﾌ゚等

11 部局 / 84 課 /

19 9 ｸﾞﾙー ﾌ゚ 等（ Ｈ 29）

行政（ 市） に対する市民の信頼度 5 1 .9 % 6 6 .0 % 5 6 .7 %

7 -3 市民と行政による情報の相互活用 市民に必要な情報が提供さ れていると 思う 市民の割合 6 3 .5 % 7 3 .5 % 6 7 .4 %

市民の意見や実態が市政に反映さ れていると認識している市民の割合 3 2 .8 % 4 2 .8 % 3 0 .5 %

7 -4 開かれた議会運営の推進 議会に関心を持っている市民の割合 5 6 .7 % 7 0 .0 % 8 3 .4 %

6 -3 人権の尊重 人権侵害を受けた市民の割合 7 .2 % 7 .0 % 4 .8 %

人権侵犯事件数 7 8 件 7 0 件 3 8 件
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